
底質の悪化（COD)

資料：気仙沼水産試験場

1991年

COD
(mg/g乾泥）

※5月に調査を実施

底質調査地点

2010年2001年

湾奥

湾央

湾口
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1985年1971年

底質（COD)の推移
年

m
g/
g乾
泥

• 年によって変動はあるものの、湾奥、湾央の大川河口周辺、大島水道、東湾奥
の値が高い。

• 近年は、湾奥でやや悪化している傾向がみられる。

東湾

（６）湾内の底質



湾内の底質（全硫化物)

資料：気仙沼水産試験場

全硫化物
(mg/g乾泥）

※各年とも5月に調査を実施

1991年

2010年2001年

1985年1971年

底質調査地点

湾奥

湾央

湾口

年

m
g/
g 
乾
泥

• 1971年から比較すると湾全体では改善する傾向がみられる。

• 近年（2000年以降）は湾奥で悪化している傾向がみられる。

21底質（全硫化物)の推移



貧酸素水の発生（DO濃度の低下）

資料：気仙沼水産試験場

※気仙沼湾における貧
酸素水について整理した
論文や、宮城県応募資
料において定義されて

いた水産用水基準（日本
水産資源保護協議会）：
DO4.3mg/L以下を貧酸素
水とする。

大浦

梶ヶ浦

松岩

底層における貧酸素水の発生状況と底層ＣＯＤの年平均値の変遷

• 貧酸素の発生頻度の変化は調査頻度の変更により評価できないが、貧酸素水の濃度について
は１９９０年代以降改善している。

• 底層ＣＯＤ濃度は改善傾向がみられるが、貧酸素水の発生状況との間に明確な関係はみられな
かった。

貧
酸
素
水
の
発
生
回
数
（
回
）
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底
層
Ｃ
Ｏ
Ｄ
年
平
均
値

（
m

g/
L)

底
層
Ｄ
Ｏ
濃
度

（
m

g/
L)

月１回調査 偶数月調査

貧酸素
（DO4.3mg/L)

（７）貧酸素、赤潮の発生

年



h

2001年～2009年に赤潮が
確認されている範囲

資料：宮城県

1975年における全調査期間（219日）
の赤潮出現頻度分布

51～70%
31～50%
11～30%

1～10%

h

資料：藤田（1977)

赤潮の発生（発生箇所）

• 赤潮は湾奥で発生し始め、湾奥～湾央、大島水道で確認されている。

23



赤潮の発生（発生期間と水質の推移）

資料：伊藤博・藤田則孝・千葉充子（2005）
気仙沼湾湾奥部における漁場環境の変遷．宮城県水産研究報告、5

※当該論文のグラフから発生期間の長さを読み取った

赤潮発生期間と水質の変遷

赤潮発生期間

大浦

梶ヶ浦

松岩

年
平
均
値
（

m
g/

L)

赤
潮
発
生
期
間
（
月
）

赤
潮
発
生
期
間
（
月
）

年

年

年
平
均
値
（

m
g/

L)

窒素（N３態）

リン（DIP）

• 湾内水質との関係は明確ではないが、1974年をピークに発生に
2002年まで、赤潮の発生期間は減少している
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（
ノ
リ
千
枚
）

• 気仙沼湾における養殖業は、漁場を湾奥、湾央から湾口へ拡げるとともに、
種目を替えながら変遷している。

• 1950年代後半はカキ、ノリが主要な養殖種であったが、近年では、カキ、ワカメ、
コンブ、ホタテガイが主要な養殖種となっている。

主要養殖種の漁獲高の変遷

資料：伊藤博・千葉充子・齋藤憲次郎・小野寺毅・押野明夫（2007）気仙沼湾の養殖魚場における生産性について．
千葉県水産研究報告、7

主要養殖種の漁獲高の変遷

凡例
□：ノリ
●：カキ
△：ワカメ
▼：コンブ
×：ホタテガイ

●：カキ
1950年代の漁場環境
の悪化等から湾奥の
養殖場は湾央から湾
口へ移動。延縄式垂
下養殖法の導入に

より、湾口では生産
増加

×ホタテガイ：
1980年代、県外種苗
から、天然採苗による
地種養殖へ移行し増加

△：ワカメ

労働力がかからず経済性も
良いため急速に増加
→その後緩やかに減少

□：ノリ
1950年代の漁場環境
の悪化により、養殖
場は湾央から湾口へ
移動

▼コンブ：
1970年代から病気
に強いコンブ養殖
が普及

ノリの養殖が
ほとんど行われなくなる

25

（８）水産業
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気仙沼湾における漁獲量の変遷

【集計対象】
○浮魚：さけ・ます類
○海藻類：こんぶ、わかめ、その他の海藻類
○底生魚：あいなめ、あなご類、かれい類、ひらめ・かれい類
○底生生物：あさり類、あわび類、うに類

資料：宮城農林水産統計年報、｢魚種別生産量｣

気仙沼湾における漁獲量の変遷

漁
獲
量
（
ｔ）

■底生魚
■底生生物

• 1980年以降の気仙沼湾における漁獲量は年変動が大きく、経年的な傾向が判別できない。
• 底生魚については、1980年代に比べて2000年代は漁獲量が低下している。

■浮魚
■海藻類
■底生魚
■底生生物

底生魚＋底生生物


